
はじめに

　中部九州の九重火山群（Fig. 1）は，20座以上の溶
岩ドームと小型の成層火山からなる複成火山で，30 
km3以上の総体積を持つ（小野，1963; 松本，1983; 太
田，1991; 鎌田，1997; 長岡・奥野，2014, 2015; 川辺ほか，
2015）．この火山群では，約 53.5 ka BP（Okuno et al., 
2017）の飯

はんだ

田火砕流堆積物以降，多くの溶岩ドームと
それに伴う火砕流堆積物（block-and-ash flow型）が形
成されてきた．
　九重火山群の最新の溶岩ドームである黒岳溶岩ドー
ムは，比高約 700 m，底辺の長径約 3 km，体積約 1.6 
km3と最大である．黒岳の噴火活動は，まず黒岳円頂
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：Tk）が成長し，次いでその北東に
前
まえ

岳
だけ

溶岩（Me）が絞り出されるように流出した（太田， 
1991）．黒岳火砕流堆積物（Kj-Kd; Kamata and Kobayashi, 
1997）は，前岳溶岩の先端部が崩壊して形成された

ものである．Kj-Kdの放射性炭素（14C）年代は，含
まれる炭化木片について 1710 ± 50 BPが既に得られ
ており（Kamata and Kobayashi, 1997），約 1.6 cal ka BP
（2σで 1522 – 1776 cal BP）に相当する．黒岳降下火
山灰 （Kj-KdA） は，この Kj-Kdの ash cloudに由来し，
見かけ体積は 0.016 km3である（長岡・奥野，2014）．
一方，Kj-KdAの下位にある阿蘇 N2降下火山灰・ス
コリア（Aso-N2: Miyabuchi, 2009）の 14C年代は，直
下の土壌試料について 1600 ± 60 BP （Beta-87170） が
得られており（宮縁・渡辺，1997），約 1.5 cal ka BP  
（2σで 1354 – 1617 cal BP）に相当する．長岡・奥野
（2015）は，両者の中央値（Median Probability）は層
位と逆転するが（Fig. 2），誤差範囲でほぼ同じ時期で
あると考えた．今回，日本原子力研究開発機構の施設
供用制度を利用して，Kj-Kdの炭化樹幹の 14C年代を
測定した．なお，14C年代の表記は，奥野ほか（2013）
にしたがった．
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Fig. 2. Columnar sections showing stratigraphic relation of  the Kurodake pyroclastic-flow （Kj-Kd）, ash-
fall （Kj-KdA） deposits and other tephras from Kuju and Aso volcanoes （after, Nagaoka and Okuno, 
2014）. sfa: scoria-fall, lfa: lithic-fall, afa: ash-fall, pfl: pyroclastic-flow deposits.
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Fig. 1.  Index maps. （a） Map showing the distribution of volcanoes on Kyushu Island. （b） Topographic 
map of  the north-central and  -eastern parts of Kuju volcanic group. Solid circles  indicate  locations 
of representative outcrops  in Fig. 2. Basement map was prepared by GSI （Geospatial  Information 
Authority of Japan）. Tk: Takatsukayama, Me: Maedake.



測定試料および 14C 年代測定

　測定試料は Kj-Kd中の炭化樹幹（直径約 12 cm）で
ある（Fig. 3）．この炭化樹幹から採取した破片の表面
を蒸留水で洗浄後，酸－アルカリ－酸（AAA）処理
を行った．AAA処理した試料と酸化銅を石英管に真
空封入し，電気炉で 850℃，3時間加熱した後，生じ
た気体を精製して二酸化炭素を得て，これを水素還元
法（Kitagawa et al., 1993）でグラファイト化した．こ
のグラファイトの 14C濃度を，日本原子力研究開発機
構東濃地科学センターの NEC社製 15SDH-2型加速器
質量分析装置（Saito-Kokubu et al., 2015）を用いて測
定した．14C濃度の標準体として NIST OxII（シュウ酸）
を，バックグラウンド値には IAEA C1（大理石）を使
用した．14C年代値の算出には，Libbyの半減期 5568
年を用い，試料のδ13C値により同位体分別効果（中村，
1995）を補正した．

結果と考察

　得られた 14C年代は，1505 ± 40 BP（JAT-8677, δ
13C= -23.8 ‰）である．この年代値を 14C年代 ⊖ 暦年
代データセット IntCal13（Reimer et al., 2013）とコン
ピュータソフト Calib 7.1（Stuiver and Reimer, 1993）
を用いて暦年較正すると， 2σで 1310 ⊖ 1423 cal BP 

（74.6 %）， 1430 ⊖ 1442 cal BP （2.4 %）， 1456 ⊖ 1521 cal BP 
（23.0 % ）が得られる（Fig. 4）．その中央値が 1391 

cal BP であることから，本稿では Kj-Kdの年代として
約 1.4 cal ka BP を採用する．
　この結果は，Kamata and Kobayashi（1997）で報告
された約 1.6 cal ka BPよりも誤差範囲を僅かに超えて
若い年代を示す．Kj-KdAは，Kj-Kdの流下に伴う ash 
cloudに由来するもので（長岡・奥野，2014），黒岳溶
岩ドーム，Kj-Kdおよび Kj-KdAはほぼ同時に形成さ
れたと考えられる．Kj-KdAの下位にある Aso-N2は，
別府湾のコア試料からも検出されており（Takemura, 
1995; 古澤・梅田，2000），最近，コアの高精度年代
モデルから 1470 ⊖ 1490 cal BP（1σ）が得られている
（Yamada et al., 2017）．この年代は，Aso-N2直下の土
壌層から得られた約 1.5 cal ka BP（宮縁・渡辺，1997）
とよく一致している．今回得られた Kj-Kdの年代（約
1.4 cal ka BP）は，Aso-N2との層位関係と整合的であ
ることから，より信頼できるものであるといえよう．
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Fig. 3. Photographs at Shiramizu section in Fig. 2. （a） Occurrence of the Kurodake pyroclastic-flow （Kj-
Kd） and Danbaru scoria-fall deposits. （b） Close up of charred wood trunks in the Kj-Kd.
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　中部九州の九重火山群は，20座以上の溶岩ドームと小型の成層火山からなる複成火山である．
黒岳溶岩ドームは，体積約 1.6 km3と最大であり，黒岳火砕流堆積物（Kj-Kd）と黒岳降下火山
灰（Kj-KdA）を伴う．本研究では黒岳溶岩ドームの噴火年代を確認するため，Kj-Kdの炭化樹
幹の放射性炭素（14C）年代を日本原子力研究開発機構東濃地科学センターの加速器質量分析装
置を用いて測定した．得られた 14C年代は 1505 ± 40 BP（JAT-8677，δ13C= -23.8 ‰）で，暦年較
正すると 1310 – 1423 cal BP （74.6 %）, 1430 – 1442 cal BP （2.4 %）,  1456 – 1521 cal BP （23.0 %），そ
の中央値は 1391 cal BP である．この結果は Kj-KdAの下位にある阿蘇 N2テフラ（約 1.5 cal ka 
BP）との層位関係とも整合的であることから，より信頼できる Kj-Kdの噴火年代であると考え
られる．
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